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には、人間活動による地球温暖化の問
題があります。産業革命以降、大気中の
温室効果ガスが増えたことで、世界の平
均気温は2017年時点で、工業化以前
（1850～1900年）と比べ、既に約１℃
上昇したことが報告されています１）。
　このままの状況が続けば、更なる気温
上昇が予測され、農林水産業、水資源、
自然生態系、自然災害、健康、産業・経済
活動等への影響が生じます。この深刻化
している地球温暖化に歯止めをかける
重要な対策として、カーボンニュートラ

（次頁につづく）

はじめに
　近年、地球温暖化への対策としてどの
ように温室効果ガスの排出量を減らして
いくかが世界全体の緊急課題となって
います。その対策として、最近、メディア
の中でよく話題に取り上げられる「カー
ボンニュートラル」についてご存知です
か？
　そこで今回は、「カーボンニュートラ
ル」について概説し私たちが出来る取り
組みをご紹介します。
カーボンニュートラルとは
　まず「カーボンニュートラル」とは、地
球温暖化の原因となる温室効果ガスの
排出を出来るだけ減らし、削減できなか
った温室効果ガスを樹木や海洋などに
よって吸収することで差し引いて排出量
を実質ゼロにすることです。2020年10
月、政府は2050年までに温室効果ガス
の排出を全体として実質的にゼロにす
る、カーボンニュートラルを目指すこと
を宣言しました（図１）。 
　2018年度の我が国の温室効果ガス
の総排出量は12.4億トン、吸収量は
5770万トンで温室効果ガスの排出量に
対して約4.6%であり、カーボンニュート
ラルを実現する為には、温室効果ガスの
排出量を吸収量以下まで削減しなけれ
ばなりません（図２）。
温室効果ガスとは　
　温室効果ガスには、赤外線を吸収し
て再び放出する性質があります。これ
は、太陽の光で温められた地球の表面
の熱を地球の外に放出する時、赤外線
が温室効果ガスによって吸収され、再び
地球の表面付近の大気を温めます。この
現象を温室効果と呼びます。したがっ
て、大気中の温室効果ガスが増えると温
室効果が強まり、表面の気温が高くなり
ます。

温室効果ガスの種類
　人間活動によって増
加した温室効果ガスに
は、二酸化炭素、メタン、
一酸化二窒素、代替フ
ロン等４ガスがあります
（図２）。
［二酸化炭素］
　2018年度の日本にお
ける温室効果ガス排出
量では、二酸化炭素が
最も多く、全体の91.7％
を占めています。主に石
油や石炭、天然ガスの消費、セメント生
産などで生まれています。他に、二酸化
炭素を吸収している森林の伐採なども
影響しています。
［メタン］
　メタンは二酸化炭素の25倍の温室効
果をもたらすもので、全体の2.4％ほどを
占めています。主に牛などの反芻動物の
メタン産生や湿地で枯れた植物が分解
する際に発生するほか、各地の火山から
も排出されています。
［一酸化二窒素］
　全体の1.6％ほどを占めるのが一酸
化二窒素で、燃料の発火促進や医薬品
の笑気麻酔などに使われています。二酸
化炭素の300倍という強い温室効果を
持っています。
［代替フロン等4ガス］
　全体の4.2％を占めます。特定フロン
はオゾン層を破壊することが問題視さ
れ、オゾン層を破壊しない代替フロン等
への転換がされています。一方で代替フ
ロン等は温室効果が大きい点が問題と
され、二酸化炭素の数千倍～数万倍の
温室効果を持っています。
カーボンニュートラルがなぜ必要なのか
　カーボンニュートラルを目指す背景

カーボンニュートラルを実現する為に
～私たちがいまできること～

図２　我が国の温室効果ガスの排出量
　　　（2018年度）２）
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図1　温室効果ガスの排出量実質ゼロのイメージ１）

単位：百万トンCO2換算
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ルの取組みが必要になっているのです。
カーボンニュートラルを実現するために
　日本では2050年までに、温室効果ガ
スの排出量を全体として実質的にゼロ
にすることを目標にしています。その実
現のために、革新的な技術開発とその
早期の社会への実用化が重要です。そ
れとともに、現時点で活用可能な技術を
最大限に活用してすぐに取組むため、
2021年６月「地域脱炭素ロードマップ
～地方からはじまる、次の時代への移行
戦略～」が決定されました（図３）。
　このロードマップは、カーボンニュート
ラル実現の為、まず、今後の５年間を集
中期間として、各種政策を最大限に利活
用し、2030年度までに少なくとも100カ
所の「脱炭素先行地域」をつくるほか、
「自家消費型太陽光」や「省エネ住宅」な
どの脱炭素の基盤となる再生エネルギ
ー導入対策を全国津々浦々で実施させ
ていきます。脱炭素先行地域は、全国の
農村、漁村、離島、都市など100ヵ所以上
から選び、選ばれた地域は2030年度ま
でに温室効果ガスの排出量ゼロを目指
す方針です。具体的には、地域特性や気
候風土に応じて、太陽光・風力発電など
の再生可能エネルギーの導入などを促
すほか住宅の断熱化や電気自動車への
切り替えも促進します。
家庭からの温室効果ガス排出量
　地球温暖化の原因の一つといわれる
二酸化炭素の排出量の約15％が家庭
からの排出分です。また、2018年度の１
世帯あたりの二酸化炭素排出量は約
4,134kgで、内訳は照明・家電製品など
からが約31％、自動車からが約26％、
暖房からが約16％、給湯からが約14％
となっています（図４）。使う電気が全て
再生可能エネルギーによる発電で作ら
れるようになれば、二酸化炭素の発生は
減少します。
私たちの生活からカーボンニュートラル
を目指そう
　手段はいろいろあると思いますが、不
要なものを買わずに物を大事に使うこと
や再利用やリサイクルを心がけること、
また、節電をしたり、外出時に自転車や

公共機関を利用することも必要です。最
近では太陽光パネルを設置し自然エネ
ルギーを取り入れる家庭も増えていま
す。生活の中でできるかぎり資源の無駄
遣いを排除して、再利用やリサイクルを
推進していくことが、カーボンニュートラ
ルの実現には不可欠です。 
まとめ
　近年多くのメディアでカーボンニュー
トラルについて取り上げられています。
それは、エネルギー利用面では、石炭や
天然ガスに代わり、アンモニアや水素等
を利用すること。再生可能エネルギーの
利用面では、水力、風力、地熱、バイオマ
ス発電、太陽光等の自然エネルギーを
活用すること。また、自動車関連では、EV
（電気自動車）、PHV/PHEV（プラグイン
ハイブリッド車）、FCV（燃料電池車）、
CDV(クリーンディーゼル社)等、次世代
自動車（エコカー）を普及することなどで
す。

　こうした新しい技術転換を進める一
方、私たちができることもあります。一人
一人の衣食住や移動といったライフス
タイルに起因する温室効果ガスが日本
全体の排出量の約６割を占めるという
分析もあり、国や自治体、事業者だけで
なく カーボンニュートラルの実現に向け
て、私たち自身が主体となり脱炭素社会
の実現に向けて、取り組むことが必要で
す。 （文責　飯塚　彰人）
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５年間の集中期間

３つの基盤施策を実施 ドミノを津々浦々へ

2030年
全国で出来るだけ多く
の脱炭素ドミノ

2050年を待たずに
脱炭素で、かつ持続
可能で強靭な活力あ
る地域社会を実現①適用可能な最新技術で

　できる重点対策を全国で実施
②脱炭素先行地域づくり≒ドミノ開始

①継続的・包括的支援
②ライフスタイルイノベーション
③制度改革
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※ 動力他 ： 電気
を使用し、他の用途
に含まれないものが
含まれる。
（例：照明、冷蔵庫、
掃除機、テレビ）

図４　我が国の世帯当たりのCO２排出量（燃料種別 2018年度）４）

図３　地域脱炭素ロードマップのイメージ３）
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